
今の反応位置

夜に投稿して無反応
いいね0、コメント0

スマホを伏せる習慣 /言葉が届かない感覚

書き直しても流れる
自信だけ削れていく

それでも投稿は続けている



止まらない理由

原因は文章力ではない

スクロールの壁
最初の一行で通過

- 入口で読者が離脱

- 読む理由が提示されていない

- 投稿は開かれない封筒

スクロールの中で埋もれる
反応前に終了している



壊す思い込み

「誠実さ」を疑う

× 丁寧に書けば読まれる

× 内容が良ければ届く

× 想いは伝わるはず

× 自分の話から始める

× 考えの共有で十分

その前提では止まらない

最初に必要なのは「共感」



共感の入口設計

最初の一行がドアノブ

読者の感情から開始
今の気分に接触

スマホを開いた瞬間、無意識の問い

自分に関係あるか

読む価値があるか



変化のポイント

「主役」の交代

自分語りを削除
相手の状態から開始

•一行で共鳴を作る
• 内容はそのままでいい
•入口だけ差し替える

同じ話でも反応が変わる

読者の指が止まり始める



最小アクション

今日、一つだけ変える

1.過去投稿を一つ選ぶ
2.一行目だけ削除
3.感情ワードに置換

悩みをそのまま書く
問いかけ形式にする

一度だけ再投稿し、反応の差を見る



見直し基準

投稿前のチェックリスト

� 一行目が自分視点になっていないか

� 読者の感情に触れているか

� 読む理由が先にあるか

� スクロール中でも止まるか

� 共感ワードが入っているか

止まらなければ書き直す



次の一手

言葉の設計を整える

• 一行目だけ徹底改善
•入口だけ先に鍛える
•反応差分を蓄積
•型を自分の言葉に変換

読まれる形に作り替える

必要な人だけ次へ


